
文
禄
・
慶
長
の
役
に
関
し
て
は
、
池
内
宏
『
文
禄
慶
長
の
役
正
編
第
一
』『
文

（
�
）

（
�
）

禄
慶
長
の
役
別
編
第
一
』
や
参
謀
本
部
編
『
日
本
戦
史
朝
鮮
役
』
な
ど
戦
前
よ
り

（
�
）

（
�
）

の
研
究
を
嚆
矢
と
し
、
そ
の
後
も
北
島
万
次
氏
や
中
野
等
氏
ら
に
よ
っ
て
多
く
の

研
究
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
北
島
氏
に
よ
っ
て
「
実
証
全
体

と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
が
第
一
次
侵
略
の
時
点
で
と
ど
ま
っ
て
お
り
、（
中
略
）
い

（
�
）

ま
だ
に
埋
も
れ
た
史
実
が
か
な
り
あ
る
」
と
の
指
摘
が
出
さ
れ
る
他
、
中
野
氏
も

「
個
々
の
大
名
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
作
戦
・
軍
事
行
動
を
と
っ
た
の
か
を
確

（
�
）

定
す
る
作
業
は
依
然
不
可
欠
」
と
述
べ
て
お
り
、
依
然
文
禄
・
慶
長
の
役
、
特
に

後
者
に
お
け
る
日
本
側
諸
将
の
詳
細
な
動
向
解
明
が
課
題
で
あ
る
と
言
え
る
。

そ
の
慶
長
の
役
の
中
で
も
、
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
七
月
に
起
こ
っ
た
「
巨

済
島
海
戦
」（「
漆
川
梁
海
戦
」「
唐
島
の
戦
い
」
と
も
呼
称
さ
れ
る
）
は
文
禄
・

慶
長
の
役
に
お
け
る
最
大
規
模
の
海
戦
の
一
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
、
日
本
水
軍
が

朝
鮮
水
軍
を
破
っ
た
唯
一
の
も
の
と
し
て
重
要
性
を
持
つ
。
慶
長
の
役
開
戦
間
も

な
い
、
慶
長
二
年
七
月
一
五
日
、
朝
鮮
の
忠
清
・
全
羅
・
慶
尚
三
道
水
軍
統
制
使

で
あ
る
元
均
率
い
る
水
軍
が
、
日
本
軍
の
前
線
基
地
で
あ
る
巨
済
島
と
漆
川
島
の

間
に
あ
る
漆
川
梁
に
停
泊
し
て
い
た
。
こ
の
情
報
を
得
た
日
本
軍
は
水
陸
か
ら
挟

撃
す
る
作
戦
を
た
て
、
一
六
日
の
明
け
方
よ
り
藤
堂
高
虎
ら
の
水
軍
は
海
上
か
ら

攻
撃
し
、
陸
上
部
隊
が
こ
れ
を
援
護
し
た
。
戦
い
は
日
本
水
軍
が
朝
鮮
水
軍
を
圧

倒
し
、
朝
鮮
側
の
主
将
の
う
ち
元
均
、
李
億
祺
、
崔
湖
は
戦
死
し
、
一
人
裴
楔
の

み
が
逃
走
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
海
戦
の
結
果
、
日
本
軍
は
制
海
権
を
掌
握
す
る

に
至
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
海
戦
に
関
し
て
も
先
述
の
北
島
・
中
野
両
氏
の
指
摘
の
よ
う

に
、
細
か
な
動
向
ま
で
把
握
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て

は
、
李
敏
雄
氏
よ
り
も
「
既
存
の
研
究
成
果
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
こ
れ
ま
で
等
閑

視
さ
れ
て
き
た
」「
基
本
的
な
経
過
な
ど
事
実
の
当
否
も
把
握
さ
れ
て
い
な
い
状

況
」
と
の
問
題
提
起
が
な
さ
れ
、
同
氏
に
よ
っ
て
主
に
朝
鮮
側
の
史
料
を
用
い
戦

（
�
）

い
の
経
緯
や
、
結
果
と
原
因
に
つ
い
て
の
整
理
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
李
氏
の
研
究

以
後
は
津
野
倫
明
氏
に
よ
り
、
当
海
戦
に
関
す
る
注
進
状
の
分
析
が
な
さ
れ
、
軍

（
�
）

目
付
の
注
進
の
様
子
や
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
論
功
行
賞
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た

も
の
の
、
研
究
は
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
今
後
も
関
係
史
料
の
収
集
・
分

析
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
関
西
大
学
図
書
館
に
は
、
こ
の
巨
済
島
海
戦
に
関
す
る
豊
臣
秀
吉
発
給

文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
以
下
に
あ
げ
る
（
慶
長
二
年
）
八
月
九
日
付

豊
臣
秀
吉
書
状
で
あ
る
。

〈
資
料
〉

慶
長
の
役
に
お
け
る
巨
済
島
海
戦
に
関
す
る
豊
臣
秀
吉
発
給
文
書
に
つ
い
て

三

好

俊
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（
�
）

豊
臣
秀
吉
書
状

二
五
・
五
㎝
×
八
三
・
〇
㎝

七
月
十
六
日
之
注
進
状
今
日
九
日
到
来
、
加
二

披
見
一

候
、

一
、
今
度
番
舟
唐
嶋
ニ
在
レ

之
、
釜
山
海
表
へ
切
々
罷
出
、
日
本
之
通
路
さ

（
島
津
義
弘
）

し
ゆ
く
の
處
、
各
以
談
合
上
は
、
十
五
日
夜
羽
柴
薩
摩
侍
従
・
嶋
津

（
忠
恒
）

（
行
長
）

（
高
虎
）

（
嘉
明
）

（
安
治
）

又
八
郎
・
小
西
摂
津
守
・
藤
堂
佐
渡
守
・
加
藤
左
馬
助
・
脇
坂
中
務
輔

相
動
、
従
二

番
船
百
六
拾
余
艘
一

切
捕
、
唐
人
数
千
人
伐
捨
、
其
外
海
へ

追
は
め
、
并
先
々
津
々
浦
々
十
五
六
里
間
之
舟
共
悉
焼
捨
候
由
、
手
柄

無
二

比
類
一

儀
ニ
候
、
向
後
迄
之
番
船
之
根
切
仕
候
事
、
御
感
な
の
め
な

〔
不
欠
ヵ
〕

ら
す
候
、
依
レ

之
右
六
人
か
た
へ
被
レ

成
二

御
朱
印
一

候
旨
、
可
二

相
違
一

候
、
猶
帰
朝
之
刻
可
レ

被
レ

加
二

御
褒
美
一

旨
可
二

申
聞
一

候
事
、

一
、
各
以
相
談
上
、
釜
山
海
ニ
残
置
候
衆
之
事
、
尤
分
別
ニ
候
、
以
来
も
ぬ

け
か
け
之
動
不
レ

可
レ

然
候
間
、
舟
合
丈
夫
ニ
可
二

相
動
一

候
、
右
之
衆
へ

も
被
レ

成
二

御
朱
印
一

候
事
、

〔
者
ヵ
〕

一
、
赤
國
先
々
相
動
付
は
、
為
二

通
路
一

倭
城
申
付
人
数
残
置
候
□
、
動
之
人

数
可
レ

為
二

無
人
一

候
之
間
、
無
用
候
、
切
々
注
進
無
レ

之
候
て
も
、
不
レ

（
長
盛
）

苦
候
条
、
日
々
動
付
置
、
一
度
ニ
可
レ

令
レ

注
│二

進
之
一

候
、
猶
増
田
右
衛

（
三
成
）

（
正
家
）

尉
・
石
田
治
部
少
輔
・
長
束
大
蔵
太
輔
可
レ

申
候
也

（
慶
長
二
年
）

（
豊
臣
）

八
月
九
日

秀
吉
（
花
押
）

（
直
盛
）

熊
谷
内
蔵
丞
と
の
へ

（
長
政
）

早
川
主
馬
頭
と
の
へ

（
竹
中
隆
重
）

竹
内
源
介
と
の
へ

（
一
直
）

垣
見
和
泉
守
と
の
へ

（
高
政
・
友
重
）

毛
利
民
部
大
輔
と
の
へ

（
一
吉
）

太
田
飛
騨
守
と
の
へ

（
長
堯
）

福
原
右
馬
助
と
の
へ

宛
先
の
、
熊
谷
直
盛
以
下
七
名
は
、
慶
長
の
役
に
際
し
て
、
秀
吉
が
戦
闘
の
経

（
�
）

緯
を
報
告
さ
せ
る
た
め
に
任
命
し
た
軍
目
付
で
あ
る
。
秀
吉
は
、「
諸
事
か
う
ら

い
ニ
て
の
様
体
、
七
人
よ
り
御
注
進
申
上
儀
、
正
意
ニ
さ
せ
ら
る
へ
き
旨
、
被
二

仰
聞
一

候
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
軍
目
付
の
注
進
こ
そ
を
正
し
い
も
の
と
す
る

と
し
て
お
り
、
ま
た
起
請
文
も
提
出
さ
せ
た
う
え
で
、「
諸
事
有
様
之
体
可
二

申
上
一

（
�
）

旨
」
を
命
じ
て
い
た
。
当
初
は
、
釜
山
倭
城
在
番
の
小
早
川
秀
秋
の
軍
目
付
と
し

て
太
田
一
吉
、「
先
手
」
の
軍
目
付
と
し
て
毛
利
重
政
・
竹
中
隆
重
・
垣
見
一
直

（
�
）

・
毛
利
友
重
・
早
川
長
政
・
熊
谷
直
盛
が
任
命
さ
れ
た
が
、
後
に
毛
利
重
政
が
慶

長
二
年
五
月
に
朝
鮮
で
病
死
し
た
た
め
、
釜
山
倭
城
の
秀
秋
の
軍
目
付
と
し
て
福

（
�
）

原
長
堯
が
任
命
さ
れ
、
一
吉
が
「
先
手
」
の
軍
目
付
に
変
更
さ
れ
た
。
軍
目
付
が

（
�
）

渡
海
諸
将
に
つ
け
ら
れ
る
体
制
は
「
慶
長
の
役
に
お
け
る
大
き
な
特
徴
」
と
さ
れ

（
�
）

て
お
り
、
戦
果
を
証
明
す
る
鼻
請
取
状
発
給
が
役
割
と
し
て
確
認
さ
れ
る
。

本
史
料
に
、
年
号
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
彼
ら
軍
目
付
の
活
動
が
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
慶
長
年
間
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
内
容
よ
り
慶
長
の
役
開
戦

（
�
）

時
に
立
て
ら
れ
た
当
面
の
目
標
で
あ
る
朝
鮮
の
全
羅
道
（
赤
国
）
侵
攻
が
言
及
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
開
戦
直
後
の
慶
長
二
年
に
比
定
で
き
る
。

文
中
に
は
、「
可
二

相
違
一

候
」
や
竹
中
源
介
隆
重
を
「
竹
内
源
介
」
と
表
記
す

る
（
傍
線
部
）
な
ど
、
不
自
然
な
表
現
や
誤
り
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
後
述
す

る
よ
う
に
類
似
の
文
言
を
持
つ
史
料
が
こ
れ
ま
で
多
数
確
認
さ
れ
て
お
り
、
複
数

の
文
書
を
書
き
写
す
中
で
誤
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
具
体
的
な
内
容
の
検
討
に
移
り
た
い
。
本
文
は
、
三
箇
条
構
成
の
た

め
、
一
箇
条
ず
つ
取
り
上
げ
て
い
く
。

― ３６ ―



一
条
目
で
は
、
実
際
の
戦
闘
に
お
け
る
諸
将
の
働
き
と
、
そ
れ
に
対
す
る
恩
賞

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
番
舟
」
と
は
敵
の
水
軍
を
指
し
、
こ
れ
が
巨
済

島
（「
唐
嶋
」）
を
拠
点
と
し
て
釜
山
近
海
に
し
ば
し
ば
出
没
す
る
た
め
、
日
本
側

の
拠
点
で
あ
る
釜
山
倭
城
へ
の
通
船
が
不
安
定
な
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
、
日
本
軍
は
談
合
の
上
で
、
島
津
義
弘
・
島
津
忠
恒
・
小
西
行
長
・
藤
堂
高
虎

・
加
藤
嘉
明
・
脇
坂
安
治
が
出
撃
し
、
番
船
一
六
〇
余
隻
を
切
捕
り
、
唐
人
数
千

人
を
討
ち
取
り
、
そ
の
他
大
勢
を
海
へ
追
い
落
と
し
、
一
五
、
六
里
に
わ
た
っ
て

敵
船
を
焼
却
し
た
。
そ
の
働
き
に
よ
り
、
彼
ら
五
人
に
は
朱
印
状
と
、
帰
国
の
際

に
は
褒
美
が
渡
さ
れ
る
。
以
上
が
、
一
条
目
の
内
容
で
あ
る
が
、
記
載
さ
れ
て
い

（
�
）

（
�
）

る
諸
将
へ
対
す
る
朱
印
状
は
複
数
現
存
し
て
お
り
、
島
津
義
弘
・
島
津
忠
恒
・
藤

（
�
）

（
�
）

堂
高
虎
・
加
藤
嘉
明
宛
の
も
の
が
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
四
通
は

い
ず
れ
も
ほ
ぼ
同
じ
文
面
で
あ
る
た
め
、
一
例
と
し
て
、
島
津
義
弘
宛
の
も
の
を

挙
げ
る
。

七
月
十
六
日
注
進
状
、
今
日
九
日
到
来
、
加
二

被
見
一

候
、
今
度
番
舩
唐
嶋
ニ

有
レ

之
而
、
釜
山
海
表
へ
切
々
取
出
、
日
本
通
路
相
支
候
處
、
去
十
五
日
夜

相
動
、
番
舩
百
六
十
余
艘
伐
捕
、
唐
人
数
千
人
伐
捨
、
其
外
海
へ
追
は
め
、

�
先
々
津
々
浦
々
一
五
六
里
之
間
之
舩
共
悉
焼
捨
由
、
手
柄
之
段
無
二

比
類
一

候
、
以
来
迄
番
舟
根
切
仕
候
事
、
御
感
不
レ

斜
候
、
何
も
帰
朝
之
刻
、
可
レ

被
レ

（
前
田
玄
以
）

（
長
盛
）

（
三
成
）

（
正
家
）

加
二

御
褒
美
一

候
、猶
徳
善
院
、増
田
右
衛
門
尉
、石
田
治
部
少
輔
、長
束
大
蔵
太

輔
可
レ

申
候
也
、

（
慶
長
二
年
）

八
月
九
日

○
（
秀
吉
朱
印
）

（
島
津
義
弘
）

羽
柴
薩
摩
侍
従
と
の
へ

具
体
的
な
戦
功
の
表
記
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
諸
将
へ
の
朱
印
状
と
本
稿

で
取
り
上
げ
て
い
る
目
付
宛
て
の
書
状
は
、
同
じ
報
告
を
基
に
し
て
書
か
れ
た
も

の
と
想
定
で
き
る
。
そ
の
基
に
な
る
報
告
を
示
す
史
料
と
さ
れ
る
の
が
次
の
注
進

状
で
あ
る
。急

度
奉
レ

致
二

言
上
一

候
、

一
、
番
船
唐
島
を
居
所
ニ
仕
、
日
々
罷
出
、
日
本
之
通
船
渡
海
一
切
不
二

罷

成
一

ニ
付
て
、
五
人
之
も
の
共
申
合
、
唐
島
え
押
寄
、
明
昨
日
十
五
日

夜
半
よ
り
明
未
之
刻
迄
相
戦
、
番
船
百
六
十
余
艘
切
取
、
其
外
津
々

浦
々
十
五
六
里
之
間
、
ふ
ね
共
不
レ

残
焼
棄
申
、
唐
人
数
千
人
海
へ
追

は
め
、
切
捨
申
候
、
猶
此
表
之
様
子
、
従
二

御
奉
行
衆
一

可
レ

被
レ

遂
二

言

上
一

之
条
、
不
レ

及
二

申
上
一

候
、
右
宣
二

御
披
露
一

仰
候
、
恐
々
謹
言
、

（
慶
長
二
年
）

（
行
長
）

七
月
十
六
日

小
西
摂
津
守

（
高
虎
）

藤
堂
佐
渡
守

（

安

治

）

脇
坂
中
務
少
輔

（
忠
恒
）

島
津
又
八
郎

（

島

津

義

弘

）

羽
柴
兵
庫
頭

（
前
田
玄
以
）

徳
善
院（

長
盛
）

増
田
右
衛
門
尉
殿

（
三
成
）

石
田
治
部
少
輔
殿

（
正
家
）

（
�
）

長
束
大
蔵
少
輔
殿

（
�
）

津
野
氏
に
よ
る
と
、
右
の
史
料
中
の
「
御
奉
行
衆
」
は
軍
目
付
を
指
し
て
お
り
、

活
躍
の
諸
将
か
ら
の
注
進
と
は
別
に
、
軍
目
付
か
ら
の
注
進
も
な
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
二
種
の
注
進
の
文
言
を
そ
の
ま
ま
な
ぞ
る
よ
う
な

形
で
、
大
坂
の
秀
吉
か
ら
、
各
武
将
に
は
褒
賞
を
示
す
朱
印
状
が
、
軍
目
付
に
対

し
て
は
彼
ら
の
目
付
と
し
て
の
活
動
に
対
す
る
返
答
と
し
て
の
書
状
が
、
そ
れ
ぞ

れ
に
発
給
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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さ
て
、
一
条
目
は
以
上
の
よ
う
な
巨
済
島
海
戦
の
実
際
の
戦
闘
の
様
子
と
そ
れ

に
対
す
る
褒
賞
に
関
す
る
内
容
で
あ
っ
た
が
、
二
条
目
に
お
い
て
は
そ
れ
以
外
の

諸
将
の
様
子
が
見
て
と
れ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
諸
将
で
相
談
の
上
、
釜
山
海
に
残
し
て
お
い
た
者
が
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
動
き
を
秀
吉
は
「
尤
分
別
ニ
候
」
と
褒
め
、
今

後
の
抜
け
駆
け
を
禁
止
し
、
残
っ
た
衆
に
対
し
て
も
、
戦
功
を
賞
す
る
朱
印
状
が

発
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
合
わ
せ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
釜
山
海
に
残
っ
た

衆
に
対
す
る
朱
印
状
の
発
給
は
、
先
述
の
実
際
の
戦
闘
に
参
加
し
た
諸
将
へ
対
す

る
朱
印
状
の
よ
う
な
戦
功
を
伝
え
る
史
料
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
史
料
に
よ

っ
て
初
め
て
確
認
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
本
史
料
の
大
き
な
特
徴
と
言
え
よ
う
。

で
は
、
釜
山
海
に
残
り
、
そ
の
功
に
よ
っ
て
秀
吉
か
ら
朱
印
状
が
発
給
さ
れ
た

者
は
誰
な
の
か
。
慶
長
の
役
に
お
い
て
太
田
一
吉
に
近
侍
す
る
医
僧
と
し
て
朝
鮮

に
渡
っ
た
、
浄
土
真
宗
安
養
寺
の
僧
慶
念
に
よ
る
日
記
『
朝
鮮
日
々
記
』
慶
長
二

（
唐
）

年
七
月
一
〇
日
条
に
よ
る
と
、「
番
船
か
ら
嶋
の
く
ち
其
外
の
嶋
に
か
ゝ
り
て
有

（
加
藤
嘉
明
）

（
高
橋
元
親
ら
）

（
島
津
義
弘
）

（
蜂
須
賀
家
政
）

（
長
宗
我
部
元
親
）

（
太
田
一
吉
）

り
し
に
、
加
藤
と
の
又
ハ
日
向
・
さ
つ
ま
・
あ
わ
と
の
・
土
佐
と
の
・
飛
騨
守
殿

を
は
し
め
て
、
番
船
を
き
り
取
や
き
や
ふ
り
、
残
り
な
く
う
ち
は
た
し
け
れ
ハ
、

そ
れ
よ
り
し
て
番
船
つ
ゐ
に
出
す
な
り
」
と
あ
る
。
朝
鮮
日
々
記
研
究
会
編
『
朝

（
�
）

鮮
日
々
記
を
読
む
』
で
は
、
こ
の
一
〇
日
条
の
記
事
を
一
五
日
の
巨
済
島
海
戦
を

指
す
と
推
測
し
て
お
り
、
そ
れ
に
則
り
津
野
氏
は
巨
済
島
海
戦
へ
の
長
宗
我
部
元

（
�
）

親
や
蜂
須
賀
家
政
の
参
加
を
指
摘
し
て
い
る
。
特
に
、
同
じ
く
『
朝
鮮
日
々
記
』

に
よ
る
と
巨
済
島
海
戦
よ
り
以
前
に
長
宗
我
部
元
親
は
、
豊
後
国
佐
賀
関
で
太
田

一
吉
と
合
流
し
（
六
月
二
四
日
条
）、
名
護
屋
・
対
馬
を
経
て
釜
山
に
入
っ
て
い

（
�
）

る
（
七
月
七
日
条
）
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
軍
功
を
示
す
朱
印
状
な
ど
は
確
認
さ

れ
て
お
ら
ず
、
断
定
は
出
来
な
い
も
の
の
、
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
巨
済
島
海

戦
時
に
お
い
て
釜
山
海
に
残
っ
た
将
と
し
て
長
宗
我
部
元
親
が
推
定
で
き
る
だ
ろ

う
。

（
�
）

ま
た
、
他
に
中
野
等
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
立
花
宗
茂
の
動
向
に
も
着

目
し
て
み
た
い
。
立
花
宗
茂
は
、
慶
長
の
役
開
始
時
の
慶
長
二
年
二
月
二
一
日
付

（
�
）

豊
臣
秀
吉
高
麗
再
度
出
勢
法
度
に
よ
る
と
、「
あ
ん
こ
う
ら
い
（
安
骨
浦
）
の
城
」

に
配
置
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
三
月
二
八
日
に
は
配
置
換
え
が
命
じ
ら
れ

て
い
る
。

（
小
早
川
秀
包
）

（
広
門
）

今
度
有
二

渡
海
一

已
後
、
釜
山
浦
被
二

残
置
一

候
条
、
久
留
米
侍
従
・
筑
紫
上
野

（
直
次
）

・
高
橋
主
膳
正
為
二

一
手
一

、
諸
事
被
二

相
談
一

、
如
レ

被
二

仰
出
一

、
近
辺
之
仕

置
等
各
被
二

申
付
一

、
可
レ

有
二

在
番
一

事
、
不
レ

可
レ

在
二

御
油
断
一

候
、
先
日
直

（
恵
瓊
）

に
も
被
レ

成
二

御
諚
一

候
、
猶
安
国
寺
可
レ

有
二

演
説
一

候
、
恐
々
謹
言

（
慶
長
二
年
）

（
石
田
治
部
少
輔
）

三
月
廿
八
日

石
治三

成
（
花
押
）

（
増
田
右
衛
門
尉
）

増
右長

盛
（
花
押
）

（
立
花
宗
茂
）

柳
川
侍
従
殿

（
�
）

御
宿
所

こ
れ
に
よ
り
、
立
花
宗
茂
は
釜
山
浦
で
の
在
番
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
立
花
家
中

（
�
）

の
手
に
な
る
と
み
ら
れ
る
「
覚
書
」
に
は
、「
一
、
慶
長
二
年
丁
酉
七
月
、
高
麗

二
番
渡
リ
、
此
年
ノ
七
月
廿
五
日
唐
嶋
ト
申
所
に
て
番
舟
ト
防
戦
有
、
殿
様
ハ
七

（
泉
）

（
立
）

（
統
房
）

月
十
四
日
ニ
御
渡
海
、
御
供
ニ
ハ
小
野
和
□
・
□
花
三
左
衛
門
・
小
田
部
新
介
・

（
連
貞
）

十
時
摂
津
守
、
其
外
ハ
家
中
衆
何
も
対
馬
ニ
被
レ

居
、
渡
海
不
レ

申
候
、
番
舟
に
て

（
嘉
明
）

（
高
虎
）

ノ
手
柄
ハ
、
加
藤
左
馬
助
殿
・
藤
堂
佐
渡
殿
其
外
諸
勢
同
前
ト
承
及
候
」
と
あ

り
、
立
花
宗
茂
も
し
く
は
少
な
く
と
も
そ
の
家
中
の
者
の
、
巨
済
島
海
戦
に
お
け
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る
釜
山
海
で
の
「
防
戦
」
が
伝
え
ら
れ
る
。
彼
ら
も
、
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る

釜
山
海
に
残
っ
た
将
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。

釜
山
海
の
防
衛
と
な
る
と
、
慶
長
の
役
開
始
に
際
し
て
釜
山
在
城
を
命
じ
ら
れ

た
小
早
川
秀
秋
の
動
向
も
注
視
す
べ
き
で
あ
る
。
太
田
一
吉
の
部
下
の
大
河
内
秀

（
�
）

元
の
『
朝
鮮
記
』
に
よ
る
と
、
秀
秋
は
慶
長
二
年
七
月
初
旬
に
、「
釜
山
海
ニ
御

入
城
ア
リ
」
と
さ
れ
、
巨
済
島
海
戦
の
段
階
で
釜
山
に
上
陸
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
島
津
義
弘
ら
戦
闘
を
行
っ
た
グ
ル
ー
プ
に
名
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
秀
秋

も
釜
山
海
に
残
っ
た
将
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

以
上
、
先
行
研
究
の
成
果
に
依
り
な
が
ら
も
、
本
史
料
二
条
目
に
よ
っ
て
明
ら

か
に
な
っ
た
、
巨
済
島
海
戦
時
に
お
い
て
釜
山
海
に
残
っ
た
戦
功
に
よ
り
朱
印
状

を
受
け
取
っ
た
武
将
は
、
長
宗
我
部
元
親
、
立
花
宗
茂
、
小
早
川
秀
秋
ら
で
あ
る

可
能
性
を
指
摘
し
た
。
一
条
目
と
異
な
り
、
具
体
的
な
武
将
の
名
前
が
記
さ
れ
て

い
な
い
の
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
釜
山
城
は
日
本
軍
の
侵
攻
に
と
っ
て
重
要
性
を

持
つ
城
で
あ
り
、
書
き
き
れ
な
い
ほ
ど
の
多
く
の
武
将
が
守
備
に
つ
い
て
い
た
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
今
回
、
釜
山
海
防
衛
に
あ
た
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
三
将

の
他
に
も
、
同
様
の
働
き
を
し
た
武
将
は
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
の
研
究
の

進
展
に
よ
り
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

最
後
の
三
条
目
の
検
討
に
移
り
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
二
箇
条
は
、
い
ず
れ
も
巨

済
島
海
戦
に
お
け
る
諸
将
の
活
躍
と
そ
れ
に
対
す
る
褒
賞
（
朱
印
状
の
発
給
）
に

関
す
る
内
容
で
あ
っ
た
が
、
最
後
の
一
条
は
慶
長
の
役
に
お
け
る
今
後
の
方
針
を

秀
吉
が
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
内
容
と
し
て
は
、
ま
ず
日
本
側
の
軍
勢
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
そ
れ
に

（
�
）

よ
る
と
、
当
面
の
目
標
で
あ
っ
た
赤
国
（
全
羅
道
）
侵
攻
の
通
路
と
し
て
、
倭
城

に
人
員
を
残
せ
ば
実
動
で
き
る
人
数
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
不
要
で
あ

る
、
と
あ
る
。
夙
に
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
征
服
を
目
的
と
し
た
文
禄
の
役

（
第
一
次
侵
略
）
の
場
合
と
は
異
な
り
、
慶
長
の
役
（
第
二
次
侵
略
）
の
目
的
は

朝
鮮
南
部
の
奪
取
に
あ
っ
た
。
倭
城
の
守
り
を
捨
て
て
で
も
、
赤
国
（
全
羅
道
）

へ
の
侵
攻
を
優
先
す
る
よ
う
に
と
の
指
示
に
、
秀
吉
の
朝
鮮
奪
取
へ
の
希
求
と
、

そ
れ
に
対
す
る
焦
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
秀
吉
の
思
う
よ
う
に
事
は
進
ん
で
い
な
い
。
本
史

料
の
発
給
の
一
ヶ
月
後
の
九
月
一
六
日
の
日
付
を
持
つ
朝
鮮
在
陣
諸
将
が
、
前
田

玄
以
・
増
田
長
盛
ら
に
対
し
て
送
っ
た
連
署
状
に
よ
る
と
、「
一
、
釜
山
海
之
儀
、

（
立
花
宗
茂
）

最
前
ハ
羽
柴
左
近
可
レ

致
二

在
城
一

之
旨
、
雖
下

被
二

仰
出
一

候
上

、
日
本
よ
り
之
渡
口

ニ
御
座
候
ヘ
ハ
、
御
注
進
等
を
も
被
二

申
上
一

、
又
御
下
知
を
も
先
手
へ
さ
し
は
か

（
吉
成
）

ら
い
、
被
二

申
触
一

候
た
め
ニ
、
毛
利
壱
岐
守
在
城
被
レ

仕
可
レ

然
と
申
義
ニ
御
座
候

（
�
）
事
」
と
あ
る
。
先
述
の
二
条
目
で
問
題
と
し
た
釜
山
の
城
が
、
巨
済
島
海
戦
後
も

重
要
性
が
衰
え
て
お
ら
ず
、
立
花
宗
茂
に
代
わ
り
、
文
禄
の
役
よ
り
部
隊
長
を
務

（
�
）

め
、「
取
次
」
役
も
担
え
た
と
さ
れ
る
毛
利
吉
成
が
在
番
す
る
こ
と
が
在
陣
諸
将

の
間
で
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
。
秀
吉
の
認
識
と
は
裏
腹
に
、
渡
海
諸
将
間
で

は
、
釜
山
を
中
心
に
守
り
を
固
め
る
体
制
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
簡
単
に
は
戦
線

を
拡
大
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
。
慶
長
二
年
か
ら

翌
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
蔚
山
城
の
戦
い
の
際
に
顕
著
に
表
れ
る
秀
吉
と
渡
海
諸

（
�
）

将
と
の
間
の
戦
況
認
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
、
す
で
に
こ
の
段
階
か
ら
存
在
し
て
い
た

こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

さ
て
、
三
条
目
で
は
他
に
、
宛
先
で
あ
る
軍
目
付
の
活
動
に
関
す
る
指
示
も
見

ら
れ
る
。
先
の
文
言
に
続
い
て
、
今
後
の
注
進
は
こ
ま
め
に
な
く
と
も
良
く
、

日
々
の
動
き
を
記
録
し
て
お
き
一
度
に
注
進
す
れ
ば
良
い
、
と
あ
る
。
巨
済
島
海

戦
に
関
す
る
報
告
を
経
て
の
、
秀
吉
か
ら
軍
目
付
へ
の
方
針
転
換
と
も
言
え
る
指
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示
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
海
戦
の
勝
利
に
対
す
る
秀
吉
の
安
堵
を
窺
う
こ
と
は
容

易
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
後
の
秀
吉
の
動
き
に
も
着
目
し
た
い
。
こ
の
書
状
が
出
さ

れ
た
翌
日
に
も
、
秀
吉
か
ら
軍
目
付
の
七
名
宛
て
の
朱
印
状
が
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
が
次
の
史
料
で
あ
る
。

追
而
被
二

仰
遣
一

候
、
大
明
人
数
、
朝
鮮
都
よ
り
五
日
路
も
、
六
日
路
も
、
此

方
へ
罷
出
、
於
二

陣
取
一

者
、
懸
留
則
対
陣
を
執
、
急
度
可
レ

令
二

注
進
一

候
、

（
豊
臣
）

（
徳
川
家
康
）

（

前

田

利

家

）

（

上

杉

景

勝

）

此
方
御
留
守
之
儀
者
、
秀
頼
へ
江
戸
内
府
、
加
賀
大
納
言
、
越
後
中
納
言
両

三
人
被
レ

付
│二

置
之
一

、
其
外
之
御
人
数
御
跡
よ
り
追
々
可
二

相
越
一

旨
被
二

仰

付
一

、
御
自
身
廿
騎
丗
騎
ニ
て
被
二

懸
付
一

、
被
レ

成
二

御
渡
海
一

、
即
時
可
レ

被
二

討
果
一

候
条
、
其
中
者
聊
余
之
動
不
レ

可
レ

仕
候
、
先
年
可
レ

被
レ

成
二

御
渡
海
一

思
召
、
既
御
馬
迄
釜
山
海
へ
雖
下

被
レ

差
│二

遣
之
一

候
上

、
各
依
二

相
留
一

無
二

其

儀
一

、
于
レ

今
御
無
念
思
召
候
、
今
度
之
儀
者
、
注
進
次
第
、
富
士
白
山
愛
宕

八
幡
も
照
覧
候
へ
、
可
レ

被
レ

成
二

御
渡
海
一

候
、
然
者
各
舟
ハ
有
次
第
、
為
レ

被
レ

迎
、
右
注
進
之
御
返
事
不
二

相
待
一

、
至
レ

于
二

名
護
屋
一

可
二

差
越
一

候
、
早

速
為
レ

可
レ

被
二

懸
付
一

、
大
坂
�
名
護
屋
迄
之
間
、
浦
々
泊
々
ニ
早
船
次
船
次

馬
早
被
二

立
置
一

候
条
、
海
陸
共
ニ
不
レ

移
二

時
日
一

、
可
レ

為
二

御
着
座
一

之
間
、

可
レ

得
二

其
意
一

候
也
、

（
慶
長
二
年
）

八
月
十
日

○（
秀
吉
朱
印
）

（
長
政
）

早
川
主
馬
首
殿

（
一
吉
）

太
田
飛
騨
守
殿

（
直
盛
）

熊
谷
内
蔵
丞
殿

（
一
直
）

垣
見
和
泉
守
殿

（
隆
重
）

竹
中
源
介
殿

（

高

政

）

毛
利
民
部
大
輔
殿

（
長
堯
）（
�
）

福
原
右
馬
助
殿

な
お
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
の
朱
印
状
が
、
同
日
付
で
島
津
義
弘
・
忠
恒
宛
て
に
も

（
�
）

出
さ
れ
て
い
る
。
中
野
氏
は
、
そ
の
島
津
氏
宛
の
朱
印
状
か
ら
「
秀
吉
は
、
朝
鮮

側
が
制
海
権
を
失
っ
た
こ
と
で
、
明
・
朝
鮮
軍
に
も
焦
り
が
生
じ
た
と
判
断
し
、

敵
（
大
明
の
人
数
）
の
南
下
が
い
よ
い
よ
現
実
の
も
の
に
迫
っ
た
と
感
じ
た
よ
う

（
�
）

で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
秀
吉
は
二
度
の
侵
攻
い
ず
れ
に

お
い
て
も
渡
海
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ず
、
慶
長
三
年
八
月
一
八
日
に
こ
の
世
を

去
る
。
右
の
朱
印
状
に
見
え
る
よ
う
な
秀
吉
の
渡
海
が
、
ど
れ
ほ
ど
ま
で
に
現
実

性
を
持
っ
て
い
た
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
先
に
見
た
よ
う
な
「
秀
吉

（
�
）

の
耳
目
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
」
る
軍
目
付
の
体
制
が
整
理
さ
れ
、
そ
の
上

で
の
彼
ら
に
対
し
て
の
渡
海
の
通
達
、
と
い
う
状
況
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
巨
済

島
海
戦
の
勝
利
を
経
て
、
秀
吉
の
渡
海
へ
向
け
て
の
準
備
が
進
め
ら
れ
た
と
想
定

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
の
（
慶
長
二
年
）
八
月
九
日
付
豊
臣
秀
吉
書
状

の
検
討
を
行
っ
た
。
本
史
料
は
、
軍
目
付
か
ら
の
巨
済
島
海
戦
の
報
告
に
対
す
る

返
事
で
あ
る
が
、
海
戦
時
の
日
本
側
諸
将
の
動
向
、
戦
功
と
朱
印
状
の
発
給
状

況
、
海
戦
の
勝
利
を
受
け
て
の
秀
吉
か
ら
の
指
示
、
軍
目
付
の
体
制
の
整
理
、
と

い
う
幅
広
い
情
報
を
我
々
に
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。

海
戦
時
に
釜
山
海
の
防
衛
に
あ
た
っ
た
諸
将
に
も
朱
印
状
が
発
給
さ
れ
て
い
た

こ
と
（
二
条
目
）
は
、
本
史
料
を
通
じ
て
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
点
で
あ
る

が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
長
宗
我
部
元
親
、
立
花
宗
茂
、
小
早
川
秀
秋
ら
の
戦
功

で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
今
後
さ
ら
に
、
慶
長
の
役
に
関
す
る
記
録
類
や

関
連
史
料
な
ど
と
突
き
合
せ
る
こ
と
で
、
実
態
に
迫
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
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海
戦
勝
利
を
受
け
て
、
倭
城
へ
入
る
人
員
を
減
ら
し
て
侵
攻
に
ま
わ
す
よ
う
に

秀
吉
が
指
示
を
出
し
て
い
た
こ
と
（
三
条
目
前
半
）、
軍
目
付
の
報
告
の
頻
度
を

減
ら
す
よ
う
指
示
し
て
い
た
こ
と
（
同
後
半
）
も
、
慶
長
の
役
に
お
け
る
秀
吉
の

志
向
を
伝
え
て
お
り
、
興
味
深
い
。
秀
吉
と
渡
海
諸
将
の
間
の
意
識
の
差
が
、
こ

の
段
階
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

本
稿
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
文
禄
・
慶
長
の
役
、
特
に
慶
長
の
役
に
関
し
て

は
、
日
本
側
諸
将
の
動
向
解
明
が
な
お
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
は

史
料
の
分
析
を
主
と
し
た
た
め
、
細
か
な
動
向
に
関
す
る
指
摘
は
推
測
の
域
を
出

な
い
も
の
と
な
っ
た
が
、
本
史
料
は
そ
の
課
題
解
決
に
対
す
る
一
助
と
な
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

註（
１
）
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
。
初
版
は
そ
れ
ぞ
れ
一
九
一
四
年
、
一
九
三
六
年
。

（
２
）
村
田
書
店
、
一
九
七
八
年
。
初
版
は
一
九
二
四
年
。

（
３
）
『
豊
臣
政
権
の
対
外
認
識
と
朝
鮮
侵
略
』（
校
倉
書
房
、
一
九
九
〇
年
）、『
豊
臣

秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）、『
壬
辰
倭
乱
と
秀
吉
・
島

津
・
李
舜
臣
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
。

（
４
）
『
豊
臣
政
権
の
対
外
侵
略
と
太
閤
検
地
』（
校
倉
書
房
、
一
九
九
六
年
）。

（
５
）
註
（
３
）
北
島
氏
著
書
（
一
九
九
〇
年
）、
八
五
頁
。

（
６
）
中
野
等
「
文
禄
の
役
に
お
け
る
立
花
宗
茂
の
動
向
」（『
日
本
歴
史
』
五
九
七
、

一
九
九
八
年
）、
五
九
頁
。

（
７
）
李
敏
雄
「
丁
酉
再
乱
記
に
お
け
る
漆
川
梁
海
戦
の
背
景
と
主
要
経
路
」（
黒
田
慶

一
編
『
韓
国
の
倭
城
と
壬
辰
倭
乱
』
岩
田
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
８
）
津
野
倫
明
「
巨
済
島
海
戦
に
関
す
る
一
注
進
状
」（
高
知
大
学
人
文
学
部
人
間
文

化
学
科
『
人
文
科
学
研
究
』
一
九
、
二
〇
一
三
年
）。

（
９
）
本
史
料
は
軸
装
さ
れ
て
お
り
、
関
西
大
学
図
書
館
の
蔵
書
検
索
で
は
「
豊
臣
秀

吉
書
状
幅
」（
請
求
記
号
、N

8
C

*210.088*2

）
と
表
示
さ
れ
る
。
法
量
は
、
書

状
部
分
の
み
の
大
き
さ
で
あ
る
。

（
１０
）
軍
目
付
に
関
し
て
は
、「
目
付
」「
横
目
」「
奉
行
」
な
ど
様
々
な
呼
称
が
史
料
上

見
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
北
島
氏
の
研
究
（
註
（
３
）
参
照
）
に
な
ら
い
軍
目

付
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

（
１１
）
慶
長
二
年
二
月
二
一
日
付
豊
臣
秀
吉
高
麗
再
度
出
勢
法
度
（『
大
日
本
古
文
書
島

津
家
文
書
』
四
〇
二
号
）。

（
１２
）
同
右
。

（
１３
）
慶
長
二
年
五
月
二
四
日
付
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
写
〈
福
原
長
堯
宛
〉（
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
架
蔵
レ
ク
チ
グ
ラ
フ
「
成
簣
堂
古
文
書
」）。
軍
目
付
の
働
き
に
関
し

て
は
、
津
野
倫
明
「
軍
目
付
垣
見
一
直
と
長
宗
我
部
元
親
」（『
長
宗
我
部
氏
の

研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
、
初
出
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。
ま
た
、

軍
目
付
の
実
名
に
関
し
て
は
、
同
「
慶
長
の
役
に
お
け
る
軍
目
付
の
実
名
に
つ

い
て
」（『
ぐ
ん
し
ょ
』
再
刊
第
五
四
号
、
二
〇
〇
一
年
）
に
よ
る
。

（
１４
）
中
野
等
『
秀
吉
の
軍
令
と
大
陸
侵
攻
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）、
三
〇

三
頁
。

（
１５
）
津
野
倫
明
「
黒
田
長
政
宛
鼻
請
取
状
に
つ
い
て
」（
高
知
大
学
人
文
学
部
人
間
文

化
学
科
『
人
文
科
学
研
究
』
一
七
、
二
〇
一
一
年
）。

（
１６
）
註
（
１１
）
参
照
。

（
１７
）
（
慶
長
二
年
）
八
月
九
日
付
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
（『
大
日
本
古
文
書
島
津
家
文
書
』

四
三
六
号
）。

（
１８
）
（
慶
長
二
年
）
八
月
九
日
付
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
（『
大
日
本
古
文
書
島
津
家
文
書
』

四
三
七
号
）。

（
１９
）
（
慶
長
二
年
）
八
月
九
日
付
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影

写
本
「
藤
堂
文
書
」）。

（
２０
）
（
慶
長
二
年
）
八
月
九
日
付
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影

写
本
「
近
江
水
口
加
藤
文
書
」）。

（
２１
）
（
慶
長
二
年
）
七
月
一
六
日
付
島
津
義
弘
外
五
名
連
署
言
上
状
案
（『
大
日
本
古

文
書
島
津
家
文
書
』
九
六
七
号
）。

（
２２
）
註
（
８
）
津
野
氏
論
文
。

（
２３
）
法
蔵
館
、
二
〇
〇
〇
年
。
本
稿
で
は
、『
朝
鮮
日
々
記
』
の
翻
刻
は
、
当
著
書
に
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従
う
。

（
２４
）
津
野
倫
明
「
慶
長
の
役
（
丁
酉
再
乱
）
に
お
け
る
長
宗
我
部
元
親
の
動
向
」

（『
長
宗
我
部
氏
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
、
初
出
二
〇
〇
四
年
）、

同
「
朝
鮮
出
兵
と
西
国
大
名
」（
佐
藤
信
・
藤
田
覚
編
『
前
近
代
の
日
本
列
島
と

朝
鮮
半
島
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
２５
）
先
述
の
よ
う
に
、『
朝
鮮
日
々
記
』
に
お
い
て
巨
済
島
海
戦
に
関
す
る
記
事
の
日

付
の
ず
れ
が
想
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、
元
親
の
渡
海
に
関
し
て
も
実
際
と
異
な

る
可
能
性
は
あ
る
。

（
２６
）
註
（
６
）
中
野
氏
論
文
。

（
２７
）
註
（
１１
）
参
照
。

（
２８
）
増
田
右
衛
門
尉
長
盛
・
石
田
治
部
少
輔
三
成
連
署
奉
書
（『
福
岡
県
史
』
近
世
史

料
編
・
柳
川
藩
初
期
第
四
五
四
号
文
書
）。

（
２９
）
某
覚
書
写
（『
福
岡
県
史
』
近
世
史
料
編
・
柳
川
藩
初
期
第
一
二
七
八
号
文
書
）。

（
３０
）
『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
輯
下
。

（
３１
）
註
（
１１
）
参
照
。

（
３２
）
（
慶
長
二
年
）
九
月
一
六
日
付
宇
喜
田
秀
家
外
十
四
名
連
署
言
上
状
案
（『
大
日

本
古
文
書
島
津
家
文
書
』
六
八
九
号
）。

（
３３
）
毛
利
吉
成
の
朝
鮮
に
お
け
る
動
向
や
地
位
に
関
し
て
は
、
津
野
倫
明
「
文
禄
・

慶
長
の
役
に
お
け
る
毛
利
吉
成
の
動
向
」（
高
知
大
学
人
文
学
部
人
間
文
化
学
科

『
人
文
科
学
研
究
』
九
、
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。
ま
た
、
釜
山
が
注
進
の
進
上
と

朱
印
状
の
諸
陣
へ
の
伝
達
を
行
う
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
佐
島
頭
子
「
文
禄

・
慶
長
役
期
の
秀
吉
朱
印
状
の
送
達
に
つ
い
て
」（『
福
岡
女
学
院
大
学
紀
要
』

一
、
一
九
九
一
年
）
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
３４
）
蔚
山
城
の
戦
い
の
状
況
と
そ
の
政
治
的
影
響
に
つ
い
て
は
、
註
（
３
）
北
島
氏

著
書
を
参
照
。

（
３５
）
（
慶
長
二
年
）
八
月
一
〇
日
付
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵

影
写
本
「
北
村
季
彦
氏
所
蔵
文
書
」）。

（
３６
）
（
慶
長
二
年
）
八
月
一
〇
日
付
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
（『
大
日
本
古
文
書
島
津
家
文

書
』
四
三
一
号
）。

（
３７
）
註
（
１３
）
中
野
氏
著
書
、
三
一
〇
頁
。

（
３８
）
註
（
８
）
津
野
氏
論
文
、
一
頁
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
関
西
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（C

SA
C

）
第
三
二
回
研
究

例
会
に
お
け
る
口
頭
報
告
を
基
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
皆
さ
ま
に
は
貴
重
な
ご
意

見
を
頂
い
た
。
ま
た
、
関
西
大
学
図
書
館
に
は
、
図
版
の
掲
載
を
承
諾
し
て
い
た
だ
い

た
。
末
尾
な
が
ら
記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
関
西
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
博
士
課
程
後
期
課
程
）
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